
海洋教育パイオニアスクールプログラム【成果報告書１：海洋教育のデザイン】 
 
１．学校名  高知県宿毛市立片島中学校 
 
２．活動テーマ名  「海の学習」 
 
３．実践概要・ねらい 

学校の所在地は、宿毛湾に面した海の玄関口である。本来宿毛湾は豊かな漁場であり、観光として

見てみてもマリンレジャーを始め、釣りのメッカとしても全国にも名を馳せている。しかし、最近の

情勢によって海に関係する職業人口が減少していて、子どもたちの保護者等にもその影響は現れてい

る。海に囲まれて生活している片島の子どもたちであるが、離島である沖の島や鵜来島へ行ったこと

や、多様な海の生物が生存する宿毛湾の自然環境について知っている子どもたちは少ない。卒業して

将来、故郷の自然環境の素晴らしさを誇りに思い、堂々と故郷のことが語れる子どもたちを育成する

ため。 
 
４．実践計画 
①テーマ・概要・活動計画、教科等との関連 
＜２年生＞テーマ：宿毛湾の自然環境とシュノーケリング体験 

・宿毛湾の自然環境（生物）について、黒潮実感センター（大月町）の方を講師に招き、宿毛湾に生息

する海の生き物について講演会形式等で学習し、実際に海に行き、シュノーケリング等で海中のサン

ゴの様子や海の生物等を観察する体験を行う。 
・講演：平成２９年６月２０日（火）13:30～15:20 
・シュノーケリング体験：平成２９年７月３日（月）9:30～11:50 
・関連教科：理科、社会 
＜３年生＞沖の島の自然環境とフィールドワーク 

・宿毛市の自然環境と沖の島や鵜来島のことを知るために、宿毛市営定期船航路（沖の島航路）に乗り、

海から陸を見たり、途中停泊する鵜来島を見たりする。沖の島に到着後、講師の方に沖の島の歴史や

産業、豊かな自然環境等について学び、美しい海中の様子を観察するなどのフィールドワークを行う。 
・自然環境体験学習：平成２９年７月１１日（火）7:00～16:55 
・関連教科：理科、社会 
②実践の評価について 
我が故郷、宿毛市の自然環境の素晴らしさを見て学んで体験することで、身近な里海としての宿毛

湾の魅力や沖の島の自然環境を再発見するとともに、これからも自然環境の保全に努めることが必要

であることを認識し、将来故郷を自慢に思い、他市町村や他県の人にも故郷宿毛市（離島や海の生物

等含）のことを自信持って紹介できる生徒を育成することができた。 
 
５．今年度の実践 
①計画からの追加・変更点 
なし 

②実践の成果 
上記４②実践の評価と同じ 

③次年度への課題 
なし 

 
６．主な連携機関及び内容 
①黒潮実感センター（高知県幡多郡大月町柏島） 
２年生対象に、宿毛湾の環境や生物について、神田優センター長の講演とシュノーケリング体験 

②沖の島小学校（高知県宿毛市沖の島町母島） 
３年生対象に、沖の島の歴史や産業、自然環境等について現地案内と解説を吉本千史沖の島小学校長

にしていただきました。 



【成果報告書２：海洋教育のストーリーマップ】 
２年生「海の学習～宿毛湾の自然環境とシュノーケリング体験をして身近な海をより深く知ろう～」 
 
【実践のねらい】 
学校の所在地は、宿毛湾に面した海の玄関口である。本来宿毛湾は豊かな漁場であり、観光として見てみてもマリンレジャーを始め、釣りのメッカとして

も全国にも名を馳せている。しかし、最近の情勢によって海に関係する職業人口が減少していて、子どもたちの保護者等にもその影響は現れている。海に囲

まれて生活している片島の子どもたちであるが、多様な海の生物が生存する宿毛湾の自然環境について知っている子どもたちは少ない。卒業して将来、故

郷の自然環境の素晴らしさを誇りに思い、堂々と故郷のことが語れる子どもたちを育成するため。 
 
○時数：６月～７月 ６時間 
○関連：理科、社会科 
○目標：講演会形式による講話や、実際に大月町柏島の海に行きシュノーケリング体験を行い、身近な海の自然環境を知り、多様な生物の観察体験を行うこ

とで、故郷の海の自然環境の素晴らしさを誇りに思い、保全しようとする態度を育成することができる。 
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２．シュノーケリング体験と海辺

の生物観察 
・大月町柏島竜ヶ浜での体験 

１．「海の学習」講演会 
・黒潮実感センター神田優センター

長による講話 

３．講演会、シュノーケリング体

験の振り返り・感想 
・見たこと、聞いたこと、体験し

たこと、感じたことを振り返り、

感想文を書く 



【成果報告書２：海洋教育のストーリーマップ】 
３年生「海の学習～沖の島の自然環境とフィールドワークをして身近な海をより深く知ろう～」 
 
【実践のねらい】 
学校の所在地は、宿毛湾に面した海の玄関口である。本来宿毛湾は豊かな漁場であり、観光として見てみてもマリンレジャーを始め、釣りのメッカとして

も全国にも名を馳せている。しかし、最近の情勢によって海に関係する職業人口が減少していて、子どもたちの保護者等にもその影響は現れている。海に囲

まれて生活している片島の子どもたちであるが、離島である沖の島や鵜来島へ行ったことや、多様な海の生物が生存する宿毛湾の自然環境について知って

いる子どもたちは少ない。卒業して将来、故郷の自然環境の素晴らしさを誇りに思い、堂々と故郷のことが語れる子どもたちを育成するため。 
 
○時数：７月 ６時間 
○関連：理科、社会科 
○目標：宿毛市の自然環境と沖の島や鵜来島のことを知るために、宿毛市営定期船航路（沖の島航路）に乗り、海から陸を見たり、途中停泊する鵜来島を見

たりする。沖の島に到着後、講師の方に沖の島の歴史や産業、豊かな自然環境等について学び、美しい海中の様子を観察するなどのフィールドワー

クを行い、故郷の自然環境の素晴らしさを誇りに思い、保全しようとする態度を育成することができる。 
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１．沖の島の自然・環境体験学習 
・沖の島の歴史・産業や自然環境

等について講師の説明を聴きな

がら島内を探索する 

２．自然環境・体験学習の振り返

り・感想 
・見たこと、聞いたこと、体験し

たこと、感じたことを振り返り、

感想文を書く 


